
























































































　研究参加者：対象は，淑徳大学総合福祉学部実践心理学科に所属する 1 年生から 4 年生の研
究参加者であった。本研究の実施者である教員が，1 年生から 4 年生の全学部学生（約 400 名）
に対し，Web 形式の質問紙調査への参加を依頼し，うち 274 名（男性 116 名，女性 158 名）が













1 年生 28 39 67
2 年生 35 45 80
3 年生 32 47 79
4 年生 21 27 48
計 116 158 274
質問






① 全員 心理学科を選んだ理由について教えてください。 自由記述 Ａ
② 全員 心理学科に入学して，どのような授業が受けられると想定していましたか。 自由記述 Ａ
③ 全員 入学後の授業の内容について，入学前のイメージとどれくらい近いですか。 5 件法 Ａ
④ 全員 入学後の授業の内容について，入学前のイメージどおりだと思った点はどのような点ですか。 自由記述 Ａ
⑤ 全員 入学後の授業の内容について，入学前のイメージと違うと思った点はどのような点ですか。 自由記述 Ａ
⑥ 全員 今後心理学科にどのような授業があるといいと思いますか。 自由記述 Ａ
⑦ 全員 あなたの現在の進路の希望を教えてください。 自由記述 Ｂ







⑪ 全員 将来の見通しを持てている 5 件法 B
⑫ 全員 今の大学生活に満足している 5 件法 C















　心理学科の選択に関連した質問（質問№ ①～⑥）の結果を図 1 ～ 6 に示す。なお，質問№ ③
（図 3）については，1（イメージと全く違う）～5（イメージどおり）までの範囲で回答を求め，
回答の平均値は2.95（± 0.915）であった。差の大きさを判断する参考として，学年ごとの得点の
平均値を比較した結果，学年間の平均値に有意な差は見られなかった（F （3, 270）＝1.338, n.s.）。
結果2　将来のことに関する質問項目（結果グループB）
　将来のことに関連した質問項目（質問№ ⑦～⑪）の結果を図 7 ～ 11 に示す。なお，質問項目
⑧，⑨，⑩（図8，9，10）については，「無回答」者は集計から除外した。また，将来の見通し（質
問№ ⑪）については 1（あまり持てていない）～ 5（非常に持てている）までの範囲で回答を求
めた。図 11 には学年ごとの得点の平均値を示す。差の大きさを判断するための参考として，学
年間の差についての分析の結果，学年の効果が有意であり（F （3, 270）＝6.692, p < .001），多重




















































図 10　大学院進学後に期待する授業 図 11　学年ごとの将来の見通し（平均値）
図７　現在の進路の希望













































1 2 3 4 5
1 年齢 ― -.115 .173 .046 -.072
2 入学前のイメージとの近さ .235 .282 .460
3 将来の見通し .409 .370
4 大学生活の満足度 .640
5 心理学の授業の満足度 ―





































































② Ｅさん（女性，修士 1 年）
Ｉ21 もうちょっと学派的な考え方がはっきりとした授業が受けられると思ってた。
























































































③ Ｃさん（女性，修士 2 年）
Ｉ16 進学先として大学院を選んだ理由について教えてください。























































































































 In this study, two surveys were conducted to clarify the needs of undergraduate and graduate 
students for psychology education. In Study1, a questionnaire survey was conducted on undergraduate 
students’ motivations, awareness of psychology education, needs, etc. In Study2, an interview survey 
on collaboration between undergraduate and postgraduate education was conducted for graduate 
students. It was found the students took action to distinguish between classes of interest and classes for 
employment, and it is useful to cope with the prospects of the future at an early stage （Study1）, and that 
there was discrepancy between learning sought by undergraduate students and that by graduate students, 
they rethink learning in graduate schools, and that there is strong passive motivations for acquiring 
qualiﬁ cations （Study2）. Therefore, it is considered effective for psychology education to accelerate 
understanding by providing opportunities to actively use psychology learned in class through intern-
ships and volunteer experiences.
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